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は じ め に
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「日本語動詞の多義体系」 と題する一連の拙論執筆の趣 旨は、現行の国

語辞典における多義語の記述が不十分であることを改めるための基礎作業

の一環となすことである。現行の大多数の国語辞典では、多義の配列順は

使用頻度に基づ くことを建て前 としている。それは使用者の便宜のためで

あるというのが唯一の理由であるが、はたして使用頻度順が総体的に見て

ほんとうに便宜に叶っているのかというのがひとつの問題である。使用頻

度順は多義相互間の有機的な意味関係をぶ ち壊 しにしているので、そちら

からのマイナス効果のほうが大きいのではないかということが考えられる
。

現行辞典の多義記述の実際 を詳 しく検討 してみると、頻度順が当てはまる

のは・せいぜい最初の一つか二つの意味であって、あとはほとんど無原則

と言っていい状態であることが分かる。同 じ多義語について幾つかの国語

辞典 を比較 してみると、諸用法の分類の仕方 も、配列順 もかな りまちまち

である。具体的な検討例については、国広(1997)の 多義語の章を見てい

ただきたい。そこに示 されていない多義語の うち動詞について、・多義の意

味的関連性 という統一的な基準に基づいて以下に分析記述を行ってゆ く。

とぐ(研)

「とぐ」の意味 については多 くの国語 辞典が …様 に三つ を区別 している
。

それ を例文の形で示 す と次の ようになる。

α)刀 を と ぐ。(目 的:刃 を鋭 くす る)

(2)鏡 を と ぐ。(目 的:反 射 を よ くす る)

(3)米 を と ぐ。(目 的:表 面 の糠 を取 り除 く)
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付記 した ように、それぞれ 目的が異 なるので、多義的別義 とするのは十

分 に根拠のある ことである。 しか し、それは従来の考 え方であ り、我 々 と

しては さらに考察 を進めてみたい。問題 は、 この3義 を並列 した別 義 と し

て よい か と言 うこと、換言すれ ば、基本義 と派生義の関係で捉 え られない

か とい うことであ る。その見地 に立つ と、3義 は ひ とつ の基本 義 に ま とめ

られ ることが分か る。す なわ ち;

と ぐ 《あ る 目的 を もって物 の表 面 に研磨剤 を用いて摩擦 を加 え、薄 く

す り減 らす》

同 じく 「とぐ」 で も、対象物の性 質に よって 目的 も研磨剤 も異 なって く

る。 「刀」 は刃先が鋭 いのが生 命で あるか ら 「刃 を鋭 くす るdの が 目的 と

な り、刀 は鋼 鉄 で で きているので、す り減 らす には砥石 を用いなければな

らない。次 に 「鏡 をと ぐ」 と言 う場合の 「鏡」はガラスではな くて、昔 の

銅 合金製で錫 めっ きを した ものな どを指 してお り、表面の曇 りをす り減 ら

す こ とに より反射の度合いを強め たの であ る。現 在 の ガ ラス製 の ものは

「とぐ」 とは言 わず 、「みが く」 と言 う。「とぐ」 と 「みが く」 の比 較 につ

いてはあ とで触 れる。最後 の 「米 をと ぐ」の場合 は、米の表面 についてい

る糠 な どを水 を媒体 とし、米粒 同士 をこす り合わせて取 り除 くことを指す。

石 などの表面 を滑 らかにす り減 ら して模様がは っき り見 えるようにす るこ

とを 「研 ぎ出 し」 と言 うが、 この語 に含 まれる 「と ぐ」は基本義その もの

を用いている。

文型

「と ぐ」は物 の表面 をす り減 らす ことであるか ら、素手 で こす って も 目

的を達するこ とは難 しいので、何か道具 ・媒体 を必要 とす る。 したが って

文型 には基本的 には対象格 と道具格 が現 れる。

[動作主が+道 具で+対 象を+V]

人が 砥石で 刀を とぐ。

猫が 柱で 爪を とぐ。

「とぐ」 と 「み が く」

「刀」 と 「爪」 は 「とぐ」 とも 「みが く」 とも言 うことがで き、物 の表

面 を摩擦す ることは両動詞 とも共通であ るので、「と ぐ」 と 「み が く」 は
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「みが く」は 「きれにみが く」 と言 うことが多い こ とに うかが われ る よ

うに・ 目的 は物の表面 につや を出 して綺麗 にす るこ とであ る。 「と ぐ」 の

目的が表面の一部 を削 り落 とす ことであ るのに対 して、Tみ が く」 は 削 り

落 とす こ とな くつ や を与 えることだけが 目的である点が異 なっている。 し

たが って同 じ目的語 を取 っていて も、指す状況 は異 なる。 「刀 を と ぐ」 が

刃 を鋭 くす るの に対 して、「刀 をみが く」 は平たい部分 をぴか ぴか にす る

ことである。r爪 を と ぐ」 が猫 な どの動 作 で あ るのに対 して、「爪をみが く」

は女性がマニキュア をす る こ とを指 す。 『新 明解』 の 「み が く」 の項 に

「牙 をみが く」 は 「牙 をと ぐ」の新 しい言い方であ る、 とあ る。 す で に触

れた ように・「鏡 をとぐ」 は金属製の ものに、「鏡をみが く」 はガラすの も

のについて言 う・「歯」の場合、人間が歯 を清潔 にする と きは 「みが く」

であるが 、歯 を武器 として用い るため に先端 を鋭 くする ときは 「と ぐ」 を

用いるこ とになる。 また、警歯類が長 く伸 びす ぎた門歯 を削 るときは 「歯

をと ぐ」 と書 える。両動詞の相違点のみ記せば次 の ようになる。

とぐ:〈 表 面 の一 部 のみ 削 り落 とす 〉

み が く:〈 表面 につ や を与 え 、綺 麗 にす る〉

「みが く」 はさらに比喩的派生義 と して、 〈修練 を積 んで 、技 術 ・人格 な

どを向上 させる〉 とい う意味 を持つ。「みが く」 の基 本的文 型 ば 「と ぐ」

と同 じである。

と ま る(止 ・泊 ・留)

国語辞典その他の資料に基づいて 「とまる」の現代用法を見渡 してみる

と・とりあえず11種 類の用法を区別することができる。そ してその全体

は私見によれば単一の現象素に基づいた一個の多義語 とみなす ことができ

る。従来の国語辞典で も 『岩波国』、『現例解』は一個の多義語 として扱っ

ている。問題は、その多義をどのようにして関係付けるかということであ
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る。ひとつの解決案として、まず移動体がある一点で停止するという現象

素を基に置 き、その現象の どの部分に心的焦点を合わせるかにより意味の

違いが生 じると考えてみる。さらにその移動動作に抽象化を加えて非移動

的な運動の面を取 り出す心的な操作、その運動 をさらに抽象化 して単なる

継続状態を取 り出す という一連の心的派生を考える。このようにして・ひ

とつの現象素に二つの異なった方向か ら心的な操作を加えて多義体系を発

生させるのだと考えてみたい。出発点 とする11個 の用法は次の とお りで

ある。

① 電車が駅 にとまった/行 進 は交 差 点 で とま った。(こ ね は線 的 な移 動

を指 す場 合 で あ る。例文 に示 されている ように、停止点が はっき りして

いる。停止点 につ く助詞 は 「に」で も 「で」 で もあ りうる。 「道 はそ こ

で とまっている」 もここに加 える。現 実には 「道」 は動 かないが、道の

状況 をその上 を移動する人間の立場 を借 りて表現 した もので ある。 これ

を 「人間代替表現」 と呼 ぼ う。「道はそ こで突然終 わって いた」 と も言

えるが、この 「突然」 とい うのは人間心理 に与 える印象 を指す語である

ので、 この文 も人間代替表現 であ る。つ ま りこの種 の表現は、道 な どの

具体物 と人間が重なった特殊 な表現である。

「国=境線 は人 跡未 踏 の密 林 の 中 を走 っている」 は人間代替表 現 で は な

く、「国境線」 を動作 主体 と した擬人的な比喩表現で あ り、 しか も痕跡

表現で もあ る。つ ま り 「国境」が走 ったあ とに残 っている痕跡 と捉 えた

表現である。国広(1985)の 段 階 で は人 間 代替 表 現 も痕 跡表 現 と考 えて

いたが、今 は両者 を区別 している。 さらに田中茂範 ・松本曜(1997)を

参 照 。)

② 血1が とまっ た/水 道 が と まった/電 気 が と まっ た 。(流 動 体 が 出 口 か

ら出 る のが止 まる ことを指す。「出口」 は① の停止点 に当た るが 、 これ

は最初 か ら決 まってい るのに対 して、① の停止点は移動体が停1Lし な い

限 り どこで あ るか分 か らな い とい う違いがある。「交通 が とまる」 もこ

こに属 させ る。「交通」 は 一見① と同 しく車や人の線 的 な移動 を指す と

考え られるが 、実際 はあ らゆる方向の移動が総体的に とらえられている

と見るべ きで、その意味で線 条性が薄 らいでいる。交通が止まったとき、

車 などの個 々の停止位 置は話 し手の念頭 にはないであろ う。)

③ モ ー一ターが と まった/時 計が とまっ た。(① ② に含 ま れ て い た 線 的 な
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動 きの 代 わ りに回 転運 動 が含 まれ ているので、別扱 いとす る。継続的 な

動 きの停止 とい う点で は①②③ は同 じである。

④ 息が とまった/心 臓 が とまった/笑 いが とま ら な い 。(動 きが さ らに

抽象 化 され 、繰 り返 し的出来事 となっている。)

⑤ 船 が 港 に と まって い る。(① か ら④ まで が あ る継 続 時 間 を持 つ動 き と

その停止位 置の両方、あるいは継続 的出来事 とその停止時点の両方 を心

的焦点内 に捉 えているの に対 して、⑤で は停止 の局面の方 に注意が偏 っ

ていると考 えて① とは別扱 い とした。停止局面へ の注 意の向け方の違い

は・車 や電車 と船 という移動体 の性質の違 いか らきていると言えるので、

文脈 の影響 と考 えて同列 に扱 うことも考え られる。)

⑥ 鳥 が 木 に と まった/か くれ ん ぼす る もの 、 この指 と まれ 。(⑤ よ り も

い っそ う停 止状 態 に注 意 が集 中 している用法であ る。鳥 の場 合、木 に と

まるまでの飛んでいる姿は 目にはいってい ないのが普通 であ ろう。飛 ん

でいる姿が 目に映 らな くて も、鳥が木の枝 につか まっている姿を見れば、

理屈か ら言 えばその前 に どこかか ら飛んで きたはず であ るとい う論理的

思考 に基づいて、基本的 には先行の移動段階 を含 むrと まる」 を用 いて

い るの だ と解 され る。か くれんぼの場合 も、「この指 とまれ」 は 「この

指 をに ぎれ」 と言 ってい るのに等 しく、先行 の移動段 階は念頭 か ら消え

ている と言えよう。発生 的には、 トンボ などが 草葉 の先 に 「とまる」様

子 に似 ている ことか ら来る比喩 的表現であったであろ う。)

⑦ ホ テ ル に と まる。(自 分 の うち以外 の 宿 泊可 能 な場 所 に短時 日滞在 す

る ことを指す。同 じく夜 を過 ごすのに、 自分の うちの場合 はなぜ 「とま

る」 と書 えないか とい うと、それは 「とまる」 の基本義 か らきている。

基本的用法① に見 られる ように、「とまる」は先行 の移 動段 階 を前 提 と

して含 んでいる。動 いていない もの は 「とまる」 ことはで きない。人間

の移動中つ ま り自分の うちを離 れているあいだ に夜 を過 ごすのが 「とま

る」であるので 、年中いるのが前提 となっている自分の うちには 「とま

る」 ことはで きない。)

⑧ 札 は釘 で と まっ て い る。(主 語 に なる物 体 は動 き とは全然 関係がな く、

どこかに固定 される ものであ る。固定 とい うの は① な どの動 く物の停止

点の ことであ り、この用法での心的焦点は停止点か ら始 まって、それ以

後 に続 く停止状態 を含 んでいる。そのために 「一 ている」 形で用い られ

る ことが多い。
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⑨ 痛みがとまらない。(⑧ と同 じく継続状態を指す用法であるが、⑧が

停止状態からあとの状態を心的視野に入れているのに対 して、⑨は停止

状態に至るまでの状態を視野に入れている。「痛みが とまった」 と肯定

文で言っても同様である。これは心的視野のずれが多義発生の元 となる

場合である。)

⑩ 面白い本が 目にとまった/美 しい曲が耳にとまった/心 にとまった逸

話。(こ れは⑦、⑧ と同 じく、停止点からそれ以後の状態が視野に入れ

られる場合である。視覚 ・聴覚 ・意識を入口として、何かが記憶という継

続状態に留まることを指 している。)

⑪ 彼女は美貌を鼻にかけてお高 くとまっている。(対 人的態度が高い位

置に停止 したまま下に降 りてこないことを指 しているので、心的視野は

停止点以後を覆っている。)

以 ヒ、ある移動物の停止点をめ ぐらて心的視野がどの範囲に及んでいる

かという次元、また移動物が具体的なものであるか、抽象化を受けて運動、

さらに状態に派生 して行 く次元の二つの次元 を念頭におきながら諸用法の

説明を行って きた。これをひとつの体系図にまとめると次のようになる。

「
と
ま

る
」

の
現
象
素

停

喚
/ ,}
'

}

.
`L的視 野 抽 象 化

線的進行 →卜 継 続 運 動

② ③ 一一一④

一 一一一 一一 一一⑧ ⑩ ⑳

→ 継続状態

⑨①

/

⑦

停1L点

上の用例中、「どこどこに」という形で停止点を表現す るもの として、

①⑤⑥⑦⑩がある。そのうち具体物の線的進行を指す①～⑦のすべてに停

止点が表現されることは十分に予想 されることである。さらに⑩は記憶 と

いう状態を指すので、記憶の定着場所 として 「どこどこに」を表現 してい

る。神経生理学的には記憶の場所はすべて脳であるけれども、人間の素朴
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な認知 の仕 方 を反 映 す る言 語 表現 では、 目・耳 ・心に記憶が定着す る と考 え

ているわけである。 なお⑦の 「とまる」 には 「にとまる」 と 「へ とまる」

の両方がある。

(1)才 助 自身 には もちろ ん そ ん な高 い宿に泊 ったことはない し、そのつ

もりもない。

(池 澤夏 樹 『骨 は珊 瑚 、 眼 は真 珠』)

(2)「 あ てが ない の か。 ず いぶ ん疲 れ ている ようすだ な。 そ ろそ ろ 日 も

沈 む し、今夜 はここへ泊 ってゆ くか?」(同 上)

文型

[動作主+場 所 に/へ+V]① ⑤ ⑥ ⑦ ⑩

[動作主+V]② ③ ④ ⑧ ⑨ ⑪

以上が 「とまる」 の多義体系 であ る。 この ように二次 元的 に広が る体系 を

辞典の形で記述す る ときは、多義の配列法に一工夫が必要である。 ひ とつ

の案は、心的視野の違い を主軸 とし、まず三つの型 の視野 を考 える。

1.移 動 か ら停 止 点 まで 。

II.停 止点 に重 点 。

皿.停 止 点 か らそ れ以 後 。

次 に各視 野 ご とに横軸の 「進行 一運動 一状態」の順 に配列す る とい うも

のである。

な お す

「なおす」の多義的用法の全体 を見渡 してみると、単一の中心義か らの

派生 と見ることができることが分かる。それは 《あるべ き形・状態に もど

す》ということである。逆に言えば、「なおす」べ き対象は 「あるべき形・

状態をはずれている」 という前提 を含んでいる。多義は 「なおす」べき対

象の性質の違いか ら生 じると見ることがで きるので、ここでなすべ きこと

は、さまざまの対象の性質をどのような体系に整理 して示すかを考えるこ

.と である。検索の便を考えるならばその体系は人間の基本的な認知体系 に

で きるだけ合致 しているのが よいと考えられる。
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多義体系と認知体系

認知体系 とい うの は従来概念体系 と して考 えられて きた ものである。そ

の具体的な作品は英語 のRoget'sInternationalThesaurus、 国 立 国 語

研 究 所 の 『分類 語 彙 表』、『角川類』、『日本語語彙体系 』な どに見 られる。

筆者 も 「概念体系分類法試論」 において若干の考察 を行なった。今 回 「な

おす」 に反映されているはずの部分体系が既存の体系 とどの ように合 うか

合わないかを検討 してみた ところ、 とて も問題 にする ところ まで行 ってい

ない ことが分かった。そ もそ も理想 的な認知体系の記述 とい うものが考 え

られるのか どうか とい うことか ら検討 して行 かなければな らない。非常 に

複雑 なものになることは間違いないが・それをどのようタ形で捉えるのが

よいのか とい うことが次 に考えるべ きことである。その本格的な研究は別

の機会 に譲 ることに して、ここでは、'まず 「なおす 」 の多 義体 系 を示 し、

それが既存の体系 とどうい う関係 にあるか を見てゆ くこ とにす る。

融 モ

非視覚的

1形

2位 置

静的{
3状 態

4体 系

動的{蒲 一[

「なおす」の多義体系図

機械的

身体的

『日本語語彙体系』(以 下 「岩 波 版 」 と略 称 す る)に 示 された 「一般 名詞

意 味 属性 体 系」は名詞の分類体系 を示す形を取 っているが、これは名詞 を

超越 した概念体系 とも見ることがで きる。岩波版 には名詞の体系 があるの

みで、動詞 ・形容 詞の ものはない。 しか し.ヒ記 の よ う に名 詞 体 系 とい う よ

りは概念体系 と見 るな らば、動詞 ・形容詞 に も1一分 に流 用 す る こ とが で き

る。 品詞の違いは意味の違いではな く、文法上 の違い を示す ものだか らで
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あ る。 そ うい う立 場 に立 っ て 「なおす」の多義体系が岩 波版の体系 とどの

ように対応するかを調べ てみた ところ、あ ま り整然 とした対応 はな さない

ことが分 かった。例 えば、「なおす」では 〈形〉 と く位 置〉 が視覚 的 な意

味単位 と して平行 して現れているが 、岩波版 には視覚 的 ・非視 覚 的 とい う

分類項 はな く、形 と位 置 も平行す る ような位置付 けが なされていない。ま

た位 置 とい う捉 え方 もなされていない。岩波版で 〈形状〉 にた どり着 くに

はどの ような分類 の筋道 をた どるのか を見てみ よう。 まず 名詞の全体 は具

体 と抽象 に二分 される。次 に抽象 は抽象物 ・事 ・抽象関係 に三 分 され る。次

に抽象関係 は九区分 される1存 在 ・類系 ・関 連 ・性 質 ・状 態 ・形状 ・数量 ・場 ・時

間。 この ように して、形状 は抽象 関係の一区分 となっている。

次 に 『角川類』 を見てみ よう。 この分類体系 は10進 法 に基 づ いて お り、

最 上 位 の10区 分 は、 自然 ・性状 ・変 動 ・行 動 ・心情 ・人物 ・性 向 ・社会 ・学芸 ・物

品 となっている。その性状 の最初 の二区分 と して 〈位置〉 と 〈形状〉が現

れている。「なおす」に関 しては 『角川類』 の方が はるかに合致度が高い。

最上位の10区 分 も 自然 な認 知 体系 を比 較 的 に よ く反映 して い る よ うに思

われる。ただ し、十進法はおおい に問題であ って、至 るところに無理 な分

類 を生 じている。細か く見る と、分類 の理論面 に もいろいろと考慮すべ き

ことがあるようであ る。例 えば分類項 自体の内容的 な重な りの問題がある。

〈変動〉 という最上位項のす ぐ下の分類は 〈動揺 ・移動 ・離合 ・出没 ・変形 ・

変質 ・増減 ・情勢 ・経過 ・関連〉 となっているが、 〈関連〉は静的な関係であっ

て変動 とは言 いがた く、かつ く離合〉 と重 なった面がある。 〈離合〉 は 〈

関連〉性の く変動〉 と言 える面があ るか らである。 〈離合〉 と 〈関連〉が

関連 しているこ との反映 と して、同 じ意味の 「むすぶ」 とい う項が両方の

項に出ている。多義語がそのひ とつ ひとつの多義 ごとに別の分類項 に現れ

る ことは普通であ るが、 この ように同 じ意味 の語が重 な り合 った別項 に現

れることもあ り得 るわけであ る。人間の認知活動 として 「重 な り認知」 と

い うことは十分 にあ り得 るこ とであるか ら、 こうい う問題の解決も兼ねて、

今後の認知体系の研 究の進展 に期待 したい と思 う。

「なおす」の意味用法

「なおす」の対象の何があるべ き形 ・状態であるかは、対象の性 質により、

またその場の状況 によ り異 なる。対象 の本 質に よって決まることもあるし、
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社会文化的に決まっていることもあ り、またその時の特定の要請により決

まることもある。これはひと言で言ってしまえば、言語使用者の常識によっ

ているということである。その常識が人間が普遍的に持っている常識であ

る場合には詳 しく記述する必要はないが、ある文化特有の視点から見なけ

ればならない場合 もあるので、そのことを忘れないように しなければなら

ない。例えば 「ドルを円になおす/フ ィー トをメー トルになおす/華 氏 を

摂氏になおす」 という表現では、「円・メー トル摂 氏」が 日本で用い られ

ている単位であるという事情が裏にある。逆の例えば 「摂氏を華氏になお

す」が多少不 自然に響 くのは華氏が日本で一一般に用いられている尺度では

ないことが影響 しているもの と考えられる。代わ りに 「摂氏を華氏に変え

る」などの中立的な表現を用いれば問題はな くなる。以下に 「なおす」の

多義を代表的な用例によって示す。

なおす 《あるべ き形 ・状態 にない対象 をあるべ き形 ・状態 に もどす》

1〈 形〉

(1)曲 が った ネ ク タ イを なお す 。(真 っ直 ぐにす る)

② 盆 栽 の枝 ぶ りを なおす 。(よ い形 にす る)

(3)服 装 の乱 れ をなお す 。(整 え る)

(4)風 で乱 れ た髪 をなお す 。(整 え る)

㈲ 姿 勢 をな おす 。(ま っす ぐで均 整 の取 れ た形 にす る)

(6)お 化粧 をなお す 。(こ の 用法 は厳 密 には形 の 変化 を含 まないが 、視

覚 的であ るので、ここに入れ る=取 れ た化粧 を元通 りにす る)

2〈 位 置 〉

(7>机 の 向 きを なおす 。(そ の場 の状 況 にふ さわ しい 向 きに戻す)

(8)玄 関先 の履 物 をなお す 。(上 が り口 と直 角 の方 向 、 しか も先が外 に

向 くように揃 える)

(9)立 っ た ら椅 子の 位 置 をなおす もの です。(机 の下 に入 れ る)

(10>((比 喩 》 め か け を正 妻[本 妻]に なおす 。(正 式 の 婚姻 関係 にお く)

ql)臨 時雇 い を正社 員 に なおす 。(正 式 の雇 用 関係 を結 ぶ 。)

働 遅 れ て きて 下座 に座 って い たお客 を上座 になおす 。(L位 の 座 に変

える)

㈹(西 日本 方言)道 具 を戸棚 へ なお す 。(し まい込 む)
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3〈 状態〉

⑯ 機嫌をなおす。(不 機嫌から上機嫌に変わる。「ご機嫌ななめ」が不

機嫌を意味するところから、上機嫌は垂直状態にあると比喩的に考え

られていることがうかがわれる)

㈲ 気分をなおす。(不 愉快であったのが快活な気分に変わる〉

⑯ 文章をなおす。(添 削 してよい文章にする)

(切 誤植をなおす。(あ るべ き状態 にする)

(1&演 奏会の切符を三等席から一等席になおす。(上 位の等級に変える)

4〈 体系〉(言 語・通貨・尺度などは体系 をなす ものと捉えられる)

⑲ 英語の文章を日本語になおす。(翻 訳する)

⑳15ド ルを円になおしたら幾 らになる?(換 算する)

⑳ 華氏90度 を摂氏になお したら何度になりますか。(換 算する)

㈱ かな書 きの部分をできるだけ漢字 になおす。(書 き改める。「かな」

は今も 「仮の文字」 という感覚 を保っているためか、「漢字 を仮名に

なおす」 とは言いにくい)

㈱ 旧漢字を新漢字になおす。(書 き改める)

5〈 機能〉

㈱ 車の故障をなおす。(修 理する)

㈱ 雨漏 りのする屋根をなおす。(修 繕する。雨漏 りが しないようにす

る)

鱒 病気 をなおす。(元 の健康状態に戻す)

伽 虫歯をなおす。(正 常な状態に戻す)

6〈 行動〉

㈱ 悪い癖をなおす。(取 り除 く)

㈲ 英語の発音 をなおす。(標 準的な発音に近づける)

以上の単独 の用法のほかに、補助動詞 と しての用法がある。言い間違 っ

た ときに 「言いなおす」、飲 み足 りない と きに 「飲みなおす」、読みが不 十

分 と感 じた ときに 「読みなおす」 の ように用い られ る。fな お す 」 の 部

分 の意 味 と して は 、 〈ある行動が 間違 いであった ときに訂正 した り,あ る

い は不 十分 で あ った と きに続 行す る〉 と記述 され る。
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